
令和８年６月19日に実施された令和８年度 十和田八幡平国立公園八幡平地区高山植
物盗採防止合同パトロールに当署から９名の職員が参加しました。
毎年秋田、岩手両県にて実施されており、高山植物の生育状況や盗採等の現状確認と
その情報交換及び防止策の検討のほか、公園利用者に対する高山植物保護の啓発を行
いました。

例年は秋田、岩手で別ルートを通行しておりますが、当日は雨天となったことから、秋田
側の「鏡沼（ドラゴンアイ）→めがね沼→八幡平山頂→稜雲荘→八幡沼周回」ルートにて実
施しました。
春に開花する高山植物のほか、鮮やかな黄色の夏花であるニッコウキスゲも確認するこ
とが出来ました。あいにくの天気ではありましたが、雨に濡れた植物がとてもイキイキして
いるように見え、元気を貰えました。

今回のパトロールでの盗採は確認されませんでしたが、春の時期にはフキノトウなど食
べられる山菜の盗採が時々発生しているとお話がありました。
八幡平山頂付近一帯は国立公園の中でも特に優れた自然景観、原始状態を保持してお
り、最も厳しく行為が規制されている地区になります。

当署では貴重な植生を維持していくため、今後も関係機関と連携し、パトロールを通した
植生保護の啓発等を行っていきます。
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